
















 

 これまでの私たちマウントフジアーキテクツスタジオの建

築には共通する姿勢があります。それは、建築は出来上がっ

たその時にすでに環境に還元されるものである、という認識

です。建築を成立させる背景としての社会的要請と自然的要

請があるとすれば、社会的要請については日々移り変わる社

会状況の中でその変化に寄り添い、また積極的に建築が社会

に語りかけるべく多く議論され、ある時は共通テーマとして

建築の姿形に影響を及ぼしてきました。しかしながら社会は

移ろうものですし、今では社会状況が建築の寿命よりも早い

スピードで変化することに気付かされてきました。 

 建築は良き存在として環境に還元されたとき、社会資本と

して私たちの生活を真に豊かなものにしてくれるでしょう。

その資本価値を持続することは、豊かな都市ストック（建築

資産の蓄積）を形成するために必要な条件と言えます。求め

られるのは建築の長寿命化ですが、都市ストックと言う時に

は、物理的な長寿命化のみならず価値の長寿命化を図らなけ

ればなりません。 

 そのため社会的要請と共によりロングスパンの自然的要請

にも耳を傾けるとき、和辻哲郎の風土やローカリティなど、

すでに建築に翻訳された多くの知見があります。そしてそれ

に加えて頼りになるのは「場所を知る」というシンプルな態

度です。それはエモーショナルな発想を促す効果よりもむし

ろ、その場所との対話を通して微細な自然的要請の声を聞く

ためのもの（こと）かもしれません。 

 今回受賞作品のSetoは、瀬戸内海に面した造船会社の社宅

です。入り組んだ海岸線の続く広島県の小さな町では、地域

を代表する大企業の造船会社が海沿いの埋め立て地に一筆書

きのような長大な工場地を形成していました。一方で、一歩

内陸に入ればすぐに急峻な山にへばりつくような集落が散見

され、車両は山肌に削られた細い道路をなんとか行き交って

います。住民の生活は山肌の表面に襞のように現れ、人が一

人通れるだけの幅の里道がネットワークを形成し、狭い車道

の通行の危険から等身大の営みを守っているようでした。 

 

 敷地は海岸線（だったところ）に沿った県道と、それに並

行して山肌に等高線状に伸びたやっと車が通行できるような

生活用道路に挟まれており、おおよそ20m程の高低差の擁壁

が敷地内を横断していました。県道と生活用道路はこの擁壁

や崖によって上下に長く分断されていますが、よくよく歩き

回れば、山肌の住宅地に住む人が県道に降りるための里道が

敷地周辺を登山道のように曲がりくねりながら上下の行き来

を支えていることがわかります。 

この場所に、造船会社の社宅であると同時に地域の知名度を

上げるまちおこし的な役割を担う建築を要望されました。 

 広く周辺を見ると県道のある低海抜の埋め立てエリアにコ

ンビニの駐車場や小学校の校庭がある他に、生活圏である山

肌の地域にラジオ体操や放課後遊びなどの日常的なアクティ

ビティーを受け入れる受け皿としての「平らな場所」が不足

していることに気がつきます。 

 そこでSetoでは、社宅という企業に従属した建築でありな

がら地域に開かれた「場所」を創出しました。社宅の屋上テ

ラスは圧倒的に不足している水平面を地域に提供し、さらに

「わがまち」を俯瞰する国見の視点となることで、周辺の住

民と社宅の住民の自然なコミュニケーションの場「未来のわ

がまちを想う場」となることを意図しています。生活用道路

側からゆったりとした階段を上ると、この地域では貴重な広

場とその向こうに瀬戸内海の眺望が開けます。住民はまずこ

の広場（4階レベル）に立ってから、二つの穴（ライトコー

ト）にある階段を降りて1〜3階の住居階へ、5〜8階の住居へ

は広場に面したロビーから、アプローチします。この二つの

ライトコートは海風と上下からの自然光を中廊下に運びこむ

環境装置でもあり、どんよりしがちな中廊下を快適な生活空

間として機能させています。 

 また、敷地内にある20mの大きな擁壁は、行政の所有物と

いう位置付けから、擁壁構造に影響のある建築計画を避け、

擁壁に依存しない建築単体での構造安全性を計画する必要が

ありました。そのため、基礎杭を崖からオフセットし、基礎

杭を重心に南側は崖上に浮かび北側には重りとしての高層棟

を配置する天秤構造による計画としました。このことにより

広い屋上広場を実現したのはもとより、海から年間を通して

もたらされる安定した海風をライトコートの下から取り入れ、

中廊下を経て階段室につなぎ、8層分の煙突効果による共用

部の自然空調を可能にしています。また建築の下にできた外

部空間は雨の日の格好の子供の遊び場となっています。 

 存在感を持ちながらも多様な環境と対話するように生まれ

てきた建築であることで、建築作品ができた時点での瞬間的

な話題性によるまちおこしのみならず、長く、地元の人々の

思想によるまちづくりがこの場所に生まれることを願ってい

ます。 
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